


































り、昨年（2007 年）まで 5年連続で 2桁成長を保っている。今年、世界的な経済不況のなかで、経
済成長率が鈍化しても、9％（中国国家統計局が 08 年 10 月 20 日発表した第 3・4半期の国内総生産
（GDP）の成長率）の成長が維持できるとみられている。




衆と観光客は、652 万人訪れたという（「新華ネット」URL : http : //news. xinhuanet.com/newscenter/
2008-08/26/content_9716349. htm）。近代オリンピック開催の経験から、観光はオリンピックの総合効
果の中で最も直接的かつ顕著で、恒久的だとみられている。（中国国家旅遊局の杜江副局長、2008.8.6





きた。海外を旅行した中国人観光客は、2001 年の延べ 1,213 万人から、2007 年には 3倍増の 4095 万
人に達し、中国は既に日本を抜いて、引き続き、アジアで最も海外に出かける観光客の多い国になっ
たことが、北京で開かれた 2008 年中国全国旅遊業務会議で明らかにされた。（「旅遊調研」2008 年第
1期、中国国家旅遊局局長邵偉の発言）




































1987 年に初めて北京の故宮など 6箇所がユネスコの世界遺産に認定された。2008 年になると、福
建土楼、江西三清山なども相次いで世界遺産に登録された。これによって、中国にある世界遺産の数
は文化遺産 25 件、複合遺産 5件、自然遺産 7件の計 37 件で世界 3位。（表 2参照）
表 2 中国にある世界遺産の名称、種別と登録年
（「中国国家文物局統計資料」より筆者作成）
番号 世界遺産 名称 種別と登録年 番号 世界遺産 名称 世界遺産 種別
１ 万里の長城 文化遺産 １９８７年 ２０ 北京頤和園 文化遺産 １９９８年
２ 故宮 文化遺産 １９８７年 ２１ 北京天壇公園 文化遺産 １９９８年
３ 泰山 複合遺産 １９８７年 ２２ 武夷山 複合遺産 １９９９年
４ 敦煌・莫高窟 文化遺産 １９８７年 ２３ 大足石刻 文化遺産 １９９９年
５ 秦の始皇帝陵兵馬俑 文化遺産 １９８７年 ２４ 龍門石窟 文化遺産 ２０００年
６ 周口店の北京原人遺跡 文化遺産 １９８７年 ２５ 安徽省南部古民居 文化遺産 ２０００年
７ 黄山 複合遺産 １９９０年 ２６ 都江堰と青城山 文化遺産 ２０００年
８ 九塞溝の自然景観 自然遺産 １９９２年 ２７ 明清朝の皇帝陵墓群 文化遺産 ２０００年
９ 黄龍の自然景観 自然遺産 １９９２年 ２８ 雲崗石窟 文化遺産 ２００１年
１０ 武陵原の自然景観 自然遺産 １９９２年 ２９ 雲南三江併流 自然遺産 ２００３年
１１ 承徳の避暑山荘と外八廟 文化遺産 １９９４年 ３０ 高句麗前期の都城と古墳群 文化遺産 ２００４年
１２ 曲阜の孔廟・孔林・孔府 文化遺産 １９９４年 ３１ マカオ歴史地区 文化遺産 ２００５年
１３ 武当山の古建築物群 文化遺産 １９９４年 ３２ 殷墟 文化遺産 ２００６年
１４ ラサのポタラ宮 文化遺産 １９９４年 ３３ ジャイアントパンダ保護区 自然遺産 ２００６年
１５ 廬山国立公園 複合遺産 １９９６年 ３４ 南方カルスト群 自然遺産 ２００７年
１６ 峨眉山と楽山大仏 複合遺産 １９９６年 ３５ 開平楼閣と村落 文化遺産 ２００７年
１７ 蘇州古典園林 文化遺産 １９９７年 ３６ 福建の土楼 文化遺産 ２００７年
１８ 古都平遥 文化遺産 １９９７年 ３７ 江西三清山国立公園 自然遺産 ２００７年
















全国では、遺産登録ブームになり、現在までに有形文化財 40 万件余り、各級文化財保護単位 7万件
余りが登録されている。無形文化財の保護でも、中国は貴重で消滅に瀕した無形文化財の緊急保護を
進めてきた。06 年 5 月に発表した第 1期国家無形文化遺産リスト 518 件に続き、国務院は今年 6月
に第 2期国家無形文化遺産リスト 510 件を発表、さらに計 147 件を第 1期国家無形文化遺産リストに
追加した。風景名勝区の発展計画・政策面では、国家風景名勝区の数はすでに 187 カ所に達し、国土











として、第一期は 2007 年 7 月に盛大にオープンした。福建省・福安市は「中国最大のお茶文化のテー
マパーク」にしたい考えで、2008 年、茶葉の加工場や茶に関する展示など、中国茶を題材にした観














急速に増大した。2007 年、中国への観光客の総数は 13,187.33 万人にのぼり、そのうち、外国人の観
光客 2,610.97 万人；香港・マカオ・台湾からの観光 10,576.36 万人、全体の 80.2％を占めている。中
国のインバウンド観光はやはり中華圏の人々に支えられているといっても過言ではない。1998 年か




め、外国人観光客数は 2000 年と比べ、6.7％の増加をみせた。観光の外貨収入は 177.92 億ドルに達し、
初めて世界 5位になった。2003 年は SARS の影響で、4月から 8ヶ月間中国への観光客が減少し、前
年より 6.38％減った。2004 年から全面的に回復し、2007 年までずっと穏やかな成長率を保っている。
2008 年に入ってから、中国では雪害、大地震などの自然災害と暴動事件が相次いで発生し、世界的
な金融危機も厳しい状況が続いているから、インバウンド観光客数は前年を下回ると予想されている。
表 3 1998 年～2007 年インバウンド観光客数 （単位：万人）
（「中国国家旅遊局統計公報」より筆者作成）
表 4 2007 年におけるインバウンド市場上位 16の国と観光客数
（「中国国家旅遊局統計公報」より筆者作成）
年 度 総 計 外 国 人 香港・マカオ・台湾華人華僑
１９９８ ６，３４７．８ ７１０．８ ５，８５４．６
１９９９ ７，２７９．６ ８４３．２ ６，６９４．８
２０００ ８，３４４．４ １，０１６．０ ７，６３８．８
２００１ ８，９０１．２９ １，１２２．６４ ７，７７８．６６
２００２ ９，７９１ １，３４３．９５ ８，４４６．８８
２００３ ９，１６６．２１ １，１４０．２９ ８，０２５．９３
２００４ １０，９０３．８２ １，６９３．２５ ９，２１０．５８
２００５ １２，０２９．２３ ２，０２５．５１ １０，００３．７１
２００６ １２，４９４．２１ ２，２２１．０３ １０，２７３．１９
２００７ １３，１８７．３３ ２，６１０．９７ １０，５７６．３６
順番 国 名 人数（万人） 前年よりの増長率
１ 韓国 ４７７．６８ ２１．７％
２ 日本 ３９７．７５ ６．２％
３ ロシア ３００．３９ ２４．９％
４ アメリカ １９０．１２ １１．２％
５ マレーシア １０６．２０ １６．６％
６ シンガポール ９２．２０ １１．４％
７ フィリピン ８３．３０ １８．３％
８ モンゴル ６８．２０ ８．０％
９ タイ ６１．１６ ３．３％
１０ オーストラリア ６０．７４ １２．９％
１１ イギリス ６０．５１ ９．５％
１２ カナダ ５７．７２ １５．５％
１３ ドイツ ５５．６７ １１．２％
１４ インドネシア ４７．７１ １０．２％
１５ フランス ４６．３４ １５．２％








層に広がり、月間総収入が 5,000 元から 3万元の家庭がその中心になるとのことである。
中国人の海外旅行のうち、ツアーの観光旅行の歴史は 1983 年に香港、マカオが解禁されたことに
遡るが、1983 年から、海外渡航の自由化が段階的・限定的であるが認められた。この年 11 月、試験
的に実施し、広東省がはじめて本省住民の香港観光・親族訪問を開放した。1984 年、国務院は内陸
住民の香港・マカオ観光・親族訪問の開放を許可した。それは中国人アウトバウンドの序幕を開いた。





中国国家旅遊局の統計により、2007 年まで、中国人の観光客に開放される目的地はもう 134 カ国
















クスした経験を満喫してもらいたいと述べている。（「人民日報」、2008 年 3 月 27 日）
2007 年 11 月に昆明で開催された中国国際旅游交易会（CITM）には、90 ヶ国・地域が参加。中国
以外の国際出展者に限ると前年比 30.7％増の 366 社・団体と大幅に増加している。2001 年から昆明
表 5 2001 年～2007 年中国のアウトバウンド人数の推移
（「中国国家旅遊局統計公報」より筆者作成）
年 度 人数（単位：万人） 年 度 人数（単位：万人）
２００１ １，２１３．３１ ２００５ ３，１０２．６３
２００２ １，６６０．２３ ２００６ ３，４５２．３６
２００３ ２，０２２ ２００７ ４，０９５．４０
２００４ ２，８５０ ２００８年１月～９月 ３，４３９．１８







中国では 1978 年からの改革開放政策以降、国民の収入が大幅に増加してきた。1978 年に比べ、2007














金周」期間中、国内外の観光客は 1.78 億人に達し、2007 年同じ時期より 22.1％増えた。また観光総




ときに休暇を取りたいという声も上がった。現在の年 3回の 3連休制度が実施されて 7年目を迎え、
その弊害についてかねてから論争が続いていたが、国家開発改革委員会から新しい祭日の組み方につ
いて、2007 年 11 月 9 日に公式HPを通じてアンケート調査が行われていた。その結果に基づき、中

























2007 年，国内観光の人数と収入は続いて 2桁で増加し、国内観光客数は 16.10 億人で、前年より 15.5
％増えた。その中、都市住民は 6.12 億人、農村住民は 9.98 億人になった。国内観光総収入は 7,770.62
億元、前年より 24.7％増加し、その中、都市住民の消費額は 5,550.39 億元、農村住民の消費額は 2,220.23
億元であった。国内観光の 1人当りの消費額は 482.65 元、前年より 8.0％上回り、その中、都市住民











































中国全土には 13583 軒の星付きホテルがある。前年比プラス 832 軒、6.5％増と、人々の移動の拡大
に比例して増え続けている。全国 8,880 軒の平均稼働率は 60.96％と前年比 0.07％やや下降した。収





表 7 2007 年全国星付きホテルの規模及び経営状況
（「中国国家旅遊局統計公報」より筆者作成）
ホテル数 客室数 ベッド数 営業収入 客室占有率
（軒） （万室） （万） （億元） （％）
合 計 １３，５８３ １５７．３８ ２９６．９４ １，６４７．０３ ６０．９６
経営形態で分類
国有企業 ５，８０６ ６６．６１ １３１．２２ ６１９．９２ ６０．４２
集団経営企業 ９１４ ８．８７ １７．０５ ７３．２１ ５８．２４
合資協力企業 ３４２ ３．４６ ６．６３ ２９．５６ ６０．５５
合弁会社 ７８ １．１５ ２．０９ １０．９９ ５８．９４
株式会社 ２，６６５ ３３．４３ ６１．２２ ３６４．６５ ６１．３６
シェア株式会社 ６４６ ９．００ １６．５４ ９４．４２ ６１．８３
民間企業 ２，３０９ １８．８９ ３５．５６ １４２．０２ ５９．３５
他の企業 ２３１ ２．３９ ４．４５ ２７．４４ ６１．６２
香港・マカオ・台湾系 ３５３ ８．１５ １３．３１ １６８．４７ ６５．３４
外資系 ２３９ ５．４３ ８．８５ １１６．３５ ６５．８７
規模で分類
部屋数５００室以上 １４６ １０．４６ １７．３７ ２１７．７１ ６３．５２
部屋数３００～４９９室 ５７８ ２１．０９ ３５．８７ ３３８．１７ ６２．６２
部屋数２００～２９９室 １，０８３ ２５．９５ ４６．３１ ３０７．２９ ６３．７９
部屋数１００～１９９室 ４，０５８ ５５．２３ １０５．５１ ４５６．４３ ６１．２２
部屋数９９室以下 ７，７１８ ４４．６６ ９１．８７ ３２７．４３ ５７．９０
星付きで分類
五つ星 ３６９ １３．７３ ２１．４７ ４０１．０７ ６４．６４
四つ星 １，５９５ ３３．６９ ６０．０６ ５０２．８５ ６３．８４
三つ星 ５，３０７ ６４．７６ １２４．３３ ５１９．７６ ６１．２５
二つ星 ５，７１８ ４２．０４ ８４．７２ ２１１．７７ ５６．７３
一つ星 ５９４ ３．１６ ６．３６ １１．５９ ５６．８４
王 嵐
－ 40 －
部や観光学科のある大学は 770 校、前年より 8校増え、在籍学生数は 39.74 万人で、前年より 2.37 万
人増加；専門学校の数は 871 校になり、前年より 70 校減り、在籍学生数は 37.64 万人で、前年度よ
り 0.27 万人増加した。合わせてみると、観光教育に携わる学校の数は 1641 校、在籍学生は 77.38 万
人に達した。また、観光業界に在職している職業トレーニングを受けた人は 320.94 万人で、前年よ










WTO（世界観光機関）では 2010 年には世界観光客の数は 9億 3,700 万人にまで達する。中国に関






一方、2006 年には「日中観光交流年」、2007 年には「日中文化・スポーツ交流年」、2008 年には「中
日青少年友好交流年」という交流イベントが相次いで行われている。2008 年 1 月、日本政府は中国
人への旅行ビザの発給条件の大幅緩和を決定し、08 年 3 月からは団体ツアーに参加しなくても家族
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An Aspect of Chinese Tourism Business from a Statistical Viewpoint
Lan WANG
Both China and Japan, in the 21st Century, proposed the slogan“promotion of tourism and tourism-
oriented nation”. This paper is an analysis of the latest statistical data in 2007/2008, and in it I try to
explain the current situation of China's tourism business such as tourism development ; domestic and
external tourism situation ; tourism-related industries ; and the education of tourism human resources.
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